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本坑 調査坑

１．事業概要

（１）事業目的

■一般国道４７４号三遠南信自動車道は、長野県飯田市を起点とし、静岡県浜松市に至る延長約100kmの高規格幹線道路です。

■本事業の青崩峠道路は、長野県飯田市南信濃八重河内から静岡県浜松市天竜区水窪町奥領家に至る延長５．９kmの
自動車専用道路であり、災害に強い道路機能の確保、救急医療活動の支援、地域活性化の支援を主な目的として事業を
推進しています。

－ １ －

三 遠 南 信 自 動 車 道 の 全 体 位 置 図

■青崩峠道路（浜松側）

－ １ －

■青崩峠道路（飯田側）

三遠南信自動車道

高速道路

調査中区間

凡例

完成開通 未開通

暫定２
車線開通 未開通

○○○○○○○○

完成２
車線開通

(○○ＩＣ)は仮称

至）飯田

至）浜松

H29.12撮影

E19

E69

E69

E1A

E1

E19

E69

E1A

E1

完成開通

至）浜松

至）飯田

H29.12撮影

調査坑
本坑

青崩峠道路
延長５．９ｋｍ
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－ ２ －

（２）計画概要

■一般国道４７４号三遠南信自動車道青崩峠道路は、 長野県飯田市南信濃八重河内から静岡県浜松市天竜区水窪町奥領家

に至る延長５．９kmの自動車専用道路です。

事業名
一般国道４７４号
三遠南信自動車道

青崩峠道路

延長 ５．９ｋｍ

道路規格 第１種第４級

設計速度 ６０ｋｍ／ｈ

車線数 ２車線

計画交通量 ２，３００台/日

事業化 昭和５８年度

環境影響評価書
作成終了

平成２１年度

用地着手年度 平成２３年度

工事着手年度 平成２３年度

前回の再評価
平成２７年度

（指摘事項なし：継続）

全体事業費
５７８億円

（９８億円増）

標

準

断

面

図

【土工部】 【トンネル部】

１．事業概要

単位：ｍ

一般国道４７４号
三遠南信自動車道 青崩峠道路 延長５．９ｋｍ
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こおろし

みさくぼきた

トンネル本坑

トンネル調査坑

ひょうごえ

本坑 調査坑

離隔約30ｍ



飯田市役所

浜松市役所

152

151

256

257

151

－ ３－

２．評価の視点
（ １ ） 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点

① 災害に強い道路機能の確保

■国道１５２号の長野県と静岡県境の区間は通行不能区間となっているため、越県するには狭隘で脆弱な市道を利用する必
要があります。また、三遠南信地域は事前通行規制区間が多く、災害時に連絡できる道路がありません。

■青崩峠道路の整備により、狭隘で脆弱な市道を回避することができ、飯田市と浜松市を結ぶ交通軸が形成され、より災害
に強い広域防災ネットワークが構築されます。

■三遠南信地域の広域防災ネットワーク

災害に強い広域
防災ネットワーク
が構築

災害に脆弱な道路（事前通
行規制区間）が多く存在

H30.9台風21号の影響で
雨量通行規制や災害によ
る通行止めが発生

青崩峠道路
延長５．９ｋｍ

E19

E69

E1A

E1

国道152号［県］
（現道活用区間）
H28までに改良済

小嵐バイパス［県］
事業中

新東名高速道路

東名高速道路

静岡県

愛知県

長野県

写真④

④
（主）飯田富山佐久間線 天龍村
倒木による通行止め

＜国道152号通行不能区間＞

＜市道＞

■周辺道路の状況

市道で
法面崩壊が発生
9日間（H30.5.14～22）
の全面通行止め

市道 （長野県側：飯田市道南信濃156号線、
静岡県側：浜松市道水窪白倉川線）

写真①

写真②

写真③

①

②

③青崩峠道路

市道

法面崩壊による
通行止め（H30.5）

延長4.8km

迂回ルート
延長

約120km

迂回ルートは浜松市報道発表資料より

市道は
狭隘で急カーブ

国道152号［市］
（現道活用区間）
事業中

＜市道災害時（H30.5）での
通行止めによる迂回路＞

（←飯田側） （↑飯田側）

三遠南信自動車道

開通済

事業中

調査中

高速道路

一般国道

通行不能区間

事前通行規制区間

H30.9雨量通行規制箇所

災害等による通行止め箇所

H22.7災害箇所

H27.3、Ｈ28.5災害箇所

H30.9災害箇所

H22以降災害発生個所

下
伊
那

地
域

北
遠

地
域

152
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２．評価の視点

■国道１５２号沿線の遠山郷周辺は多くの観光資源を保有し、年間２３万人の観光客が来訪と、近年増加傾向です。
■遠山温泉郷の観光客の約６割は静岡・愛知県からの来訪者です。
■青崩峠道路等の開通により、一層の観光交流の促進が期待されます。

－ ４－

② 地域活性化の支援

■遠山郷周辺の観光施設

施設関係者の声

・遠山温泉郷では。例年７～８万人だった
利用者数が、平成２７年は１０万人を越
えました。

・ 今後も、三遠南信道の開通を見据え、
更なる機能充実を図りたい。

飯田山本IC

天龍峡IC千代IC

龍江IC
飯田上久堅
・喬木富田IC

氏乗IC

喬木IC

程野IC

小嵐IC

水窪北IC

青崩峠道路

飯喬道路

中央自動車道

国道１５２号
改良区間

遠山温泉郷 かぐらの湯

H30.3開通

しらびそ高原

下栗の里

遠山温泉郷

E19

＜遠山郷周辺の観光客数の推移＞

出典：長野県観光地利用者統計

■三遠南信自動車道沿線の観光施設

（万人/年）

静岡県

愛知県

長野県

浜松市役所

151

しらびそ高原

下栗の里
遠山
温泉郷

飯田市役所

151

256

151

257

152

リニア中央新幹線
長野県駅

E19

E1A

E1

E69

寺野の
ひよんどり

青崩峠道路
延長５．９ｋｍ

阿南温泉岐阜県

新野高原

治部坂高原

うるぎ
自然休養林

天龍温泉

西浦の田楽

西浦の念仏通り

浦川歌舞伎

鳳来寺山 川合花の舞

新東名高速道路

東名高速道路

三遠南信道の全線開通により
観光交流の促進に期待

下栗の里

西浦の田楽

増加傾向

長野県
27％

愛知県
27％

静岡県
35％

その他
11％

＜遠山温泉郷の利用特性＞

出典：アンケート調査結果（H30.11） N=84

約６割が
静岡・愛知県
からの観光客

遠山郷周辺
来訪者23万人（H29）

出典：長野県観光地利用者統計
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２．評価の視点
③ 地域間の産業連携の強化

－５－

■東三河・遠州地域から南信州地域の企業への商談件数

■東三河・遠州地域の企業から南信州地域への商談件数は南信州・飯田産業センターによる企業PR活動もあり増加傾向で
あるが、商談においては、中央道等を経由することによる移動距離の長さが課題となっている。

■三遠南信自動車道の整備による時間短縮によって、地域間の産業連携の更なる強化が期待されます。

出典：（公財）南信州・飯田産業センター

近年、商談件数
が増加

■南信州地域の三遠南信自動車道への期待の声

①電気機器製造業（松川町）
・浜松の企業と現地での設備調整、
新規の引き合い、技術打合せが
頻繁にあり、時間短縮が期待でき、
連携強化が図れる。

②ブレーキ・ロボット機器関連開発・
製造（高森町）

・face-to-faceで物事を進めるのが
企業の活動方針であり、例えば、
試作を持参して直接見てもらうこ
とで次に繋げることが重要。

④ゴム樹脂（自動車関連）（下條村）
・自動車部品で浜松、豊田方面へ
の取引があり、中央道に加えて２
ルートになることは、リスク分散の
観点で三遠南信自動車道が必要。

③食物加工業（飯田市）
・浜松近辺のみかん加工の需要が
あり、浜松からの引き合いもある
が、遠いイメージがある。

・三遠南信自動車道の開通により、
浜松近辺との企業マッチングに期
待。

■ビジネスマッチング事例

佐久間・三遠道路
一部開通H24.3

企業集積

長野県

愛知県

静岡県

整備後のルート

南信州地域

東三河地域

遠州地域

E1A

E1

E19
E69

②
①

④

Ａ企業

③

Ｂ企業

A企業：ステンレス加工（伊那市）
・長野県の企業PR活動により、平成28年8月
に浜松市内のB企業と商談が成立。

・金属のプレス・塗装・組立てを一貫して行う
ことが当社の強みであり、それを活かしてB
企業との取引が開始した。

・B企業には、環境関連機器のステンレス部
品を納品しているが、中央道、東海環状、
新東名を遠回りで輸送している。

・三遠南信が全て繋がれば直線的な経路で、
大幅な時間短縮となり、他の浜松の企業と
の連携も期待できる。

E1A

E1

Ｃ３



３．事業の進捗及び見込みの視点

区間 備考

小嵐ＩＣ
～水窪北ＩＣ

【用地取得率】
１００％ ⇒ １００％
（Ｈ２６年度末 ⇒ Ｈ２９年度末）

【事業進捗率】
２５％ ⇒ ４２％
（Ｈ２６年度末 ⇒ Ｈ２９年度末）

前回評価時（Ｈ２７再評価時）

今回評価時（Ｈ３０再評価時）

【長野県側】
平成２７年１０月撮影

【長野県側】
平成３０年９月撮影

－６－

事業の進捗の見込み状況

■長野県飯田市南信濃八重河内から静岡県浜松市天竜区水窪町奥領家（延長５．９ｋｍ）は、早期開通に向けて工事を推進

します。

前回評価時（Ｈ２７再評価時）

今回評価時（Ｈ３０再評価時）

【静岡県側】
平成２７年１０月撮影

【静岡県側】
平成３０年９月撮影

［調査坑掘削長 2,547ｍ／5,014ｍ（進捗率51％）］

［調査坑掘削長 4,729ｍ／5,014ｍ（進捗率94％）］※平成30年10月末時点

１

３

２

４

１

３
４ ２

ひょうごえ



－ ７ －

４．事業費の見直しについて
■ 事業費増加の要因

■トンネル調査坑および本坑の支保パターンの変更による増額 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９８億円増

事業費増額の要因 増額

①トンネル調査坑および本坑の支保パターンの見直し

トンネル掘削断面の支え（支保工）がより堅固なものが必要となった。
９８億円

【詳細資料１】



－ ８ －

①トンネル調査坑および本坑の支保パターンの見直し ＋９８億円 【詳細資料１】

■青崩峠道路は、中央構造線に近接し複雑な地質状況であることから、トンネル調査坑を先に掘削し、地質状況を十分把握し
た後に本坑の掘削を開始する計画。

■当初は、ボーリング調査、弾性波探査等の結果より、支保パターンＣおよびＤとして計画した。
■トンネル調査坑掘削時に切羽の評価を行った結果、支保パターンＤおよびＥに変更が必要となった。
■トンネル本坑の支保パターンについても、トンネル調査坑と同様に支保パターンＤおよびＥへの見直しが必要となる。

４．事業費の見直しについて

支保
パターン

当初 DⅢ DⅠ CⅡ DⅠ CⅡ DⅠ DⅡ DⅠ DⅡ DⅠ ＤⅢ
変更 DⅢ DⅠ ＤⅠ ＤⅠ Ｅ ＤⅠ ＤⅢ

Ｅ
パ
タ
ー
ン

Ｃ
パ
タ
ー
ン

凡例
泥質変成岩
珪質変成岩

斑状マイロナイト
細粒マイロナイト
断層

至 飯田 至 浜松

＜当初＞

弾性波速度より
支保パターンCと想定

弾性波速度より
支保パターンDと想定

1.0km/h
2.0km/h
3.0km/h
4.0km/h
5.0km/h

離隔約30ｍ

本坑 調査坑

Ｄ
パ
タ
ー
ン

＜支保パターンの例（本坑）＞

実際の掘削で地質分類が変更となり支保パターンが変更となった

主な構造
鋼アーチ支保工
H-125×125

ロックボルト
L=3000×15本

インバート なし
覆工 t=300（無筋）

主な構造
鋼アーチ支保工
H-150×150

ロックボルト
L=4000×19本

インバート t=500
覆工 t=300（無筋）

主な構造
鋼アーチ支保工
HH-200×200

ロックボルト
L=4000×19本

インバート t=500
インバート吹付 t=250
インバート支保工
HH-200×200

覆工 t=400（鉄筋入り）

＜青崩峠道路トンネル周辺の状況＞

1.2m間隔

1m間隔

1m間隔

リング構造

＜青崩峠道路トンネル周辺の状況＞

トンネル本坑

至 飯田

至 浜松
トンネル調査坑

中央構造線

トンネル 延長約4,998m

未掘削

掘削面積
80m2

掘削面積
95m2

掘削面積
120m2

アーチ構造

アーチ構造

［調査坑未掘削長 285ｍ］※平成30年10月末時点

圧縮強度 風化変質

割目状態 切羽状態

支保パターンの変更

＜変更＞

切羽の評価

地質の変化を確認

・弾性波探査等により支保パターンを設定

青崩峠道路トンネル施工検討委員会

天端変位 内空変位



－ ９－

５．費用対効果分析

３便益による事業の投資効果

◇Ｂ／Ｃ（事業全体） ＝

事業費＋維持管理費

走行時間短縮便益＋走行経費減少便益＋交通事故減少便益

※１ 平成３０年２月に公表されたＨ２２年度全国道路・街路交通情勢調査ベースのＨ４２将来ＯＤ表に基づきＢ／Ｃを算出。
※２ 残事業のＢ／Ｃ算出にあたっては、未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、追加的に発生する便益を対象として算出した。

【前回再評価からの変更点】
１．将来ＯＤ表（Ｈ１７年度全国道路・街路交通情勢調査→Ｈ２２年度全国道路・街路交通情勢調査）
２．将来道路網条件（Ｈ２７年度事業化済道路網→Ｈ２９年度事業化済道路網）
３．費用便益分析マニュアル（Ｈ２０マニュアル→Ｈ３０マニュアル）
４．総走行台ｷﾛの年次別伸び率（Ｈ１７年度全国道路・街路交通情勢調査→Ｈ２２年度全国道路・街路交通情勢調査）
５．費用便益分析の基準年次（Ｈ２７年度→Ｈ３０年度）
６．青崩峠道路の事業費（約９８億増加）

【事業全体】

【残事業】

便益（億円） 費用（億円）

Ｂ／Ｃ
走行時間短縮 走行経費減少 交通事故減少 計 事業費 維持管理費 計

前回評価時 ９５８ ６６ ４．３ １０２８ ４２３ ２２ ４４５ ２．３

今回評価時 ８４４ ５２ ３．５ ８９９ ５５６ ２０ ５７６ １．６

便益（億円） 費用（億円）

Ｂ／Ｃ
走行時間短縮 走行経費減少 交通事故減少 計 事業費 維持管理費 計

前回評価時 ９５８ ６６ ４．３ １０２８ ２７０ ２２ ２９２ ３．５

今回評価時 ８４４ ５２ ３．５ ８９９ ２７０ ２０ ２９０ ３．１

■費用便益分析（Ｂ／Ｃ）について



－ １０ －

６．代替案立案等の可能性の視点

８．対応方針（原案）

７．県・政令市への意見聴取結果

■一般国道４７４号 三遠南信自動車道 青崩峠道路 の事業を継続する。

■青崩峠道路は、高規格幹線道路である三遠南信自動車道の一部区間を形成する道路であり、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続など
を勘案した路線計画となっており、広域ネットワークの構築、災害に強い道路機能の確保、救急医療活動の支援、地域活性化の支援など、期待さ
れる効果が大きい事業で、地域の課題に大きな変化は無いことから、現計画が最も適切であると考えます。

■長野県の意見

本事業は、広域ネットワークの構築、災害に強い道路機能の確保、救急医療活動の支援、地域活性化に寄与する極めて重要な事業です。

ついては、事業を継続し、積極的な予算確保により、早期開通を図るよう強く要望します。

また、事業の実施にあたっては、一層のコスト縮減に努められるようお願いします。

■浜松市の意見

「対応方針（原案）」案に対し異議はない。

一般国道４７４号三遠南信自動車道 青崩峠道路は、東名高速道路や新東名高速道路と連絡することで、広範な交通ネットワーク形成に

資するとともに、医療機関への輸送路や災害時の緊急輸送路としての役割を果たす重要な高規格幹線道路である。

また、「コンパクト＋ネットワーク」の考え方に基づき、地域・拠点の連携が図られ、地域活性化や観光振興等、地域にとって大きなストック

効果が見込まれる道路である。

今後も事業を継続し、早期開通に向けて青崩峠道路の一層の事業推進をお願いしたい。

なお、事業実施にあたっては、一層のコスト縮減など、より効率的な事業推進に努められるようお願いしたい。


